
2024（令和６）年度　学校推薦型選抜入学試験問題

基礎学力テスト
（時間 ６０分）

【１】　試験開始の合図があるまで、問題冊子を開いてはいけません。
【２】�　受験票及び机上の受験番号シールに印刷された受験番号及び氏名が間違っていれば、速や

かに監督者に知らせなさい。
【３】　この問題冊子は、本文が 33 ページあります。
【３】�　問題冊子の印刷が不鮮明であったり、ページが落丁・乱丁していたり、解答用紙に汚れ等

があったりする場合には、手を挙げて監督者に知らせなさい。
【４】　机上には受験票・筆記用具及び時計等監督者から指示された物以外は置いてはいけません。
【５】　監督者の指示があるまで退室はできません。
【６】�　解答用紙の解答科目欄の「基礎学力テスト」にマークしなさい。マークされていなかったり、

複数の科目にマークされていたりする場合は、採点できないことがあります。
【７】　解答用紙については、特に次の点に留意しなさい。
【３】①　マークには必ず黒鉛筆（HB）を使用しなさい。
【３】②　�解答は、解答用紙の解答欄にマークしなさい。例えば、 ウ と表示のある問いに対

して3と解答する場合は、次の（例）のように解答欄ウの3にマークしなさい。

（例） 解　　　　答　　　　欄

ウ 0　1　2　3　4　5　6　7　8　9

【３】③　折り曲げたり、汚したりしてはいけません。
【３】④�　解答用紙には、答案に関係のない語句・記号を書いたり、落書きをしたりしてはいけ

ません（問題冊子には書き込んでもよい）。
【３】⑤　誤ってマークした場合は、消しゴムできれいに消して書き直しなさい。
【８】　試験終了後、問題冊子は持ち帰りなさい。

受 験 上 の 注 意 事 項
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第１問

A�　次の【ａ】～【ｅ】で、下線部のカタカナを漢字に改めたときに正しいものを、

それぞれ1～4の中から１つずつ選べ。解答欄は、【ａ】は ア 、【ｂ】は

イ 、【ｃ】は ウ 、【ｄ】は エ 、【ｅ】は オ

【ａ】　成績を上げるためには、もっとコウガク心を持たなければならないよ。

1　好学� 2　後学� 3　工学� 4　向学

【ｂ】　この農場ではソクセイ栽培を行うことで収穫時期を早めている。

1　即製� 2　速成� 3　測製� 4　促成

【ｃ】�　コンピューターウイルスは情報社会のキョウイなので、必ず対策を講じな

ければならない。

1　強意� 2　脅威� 3　驚異� 4　恐畏

【ｄ】　趣味は音楽カンショウです。

1　鑑賞� 2　感傷� 3　観賞� 4　勧奨

【ｅ】　何度も頼み込んだのに、ムジョウにも軽くあしらわれてしまった。

1　無上� 2　無常� 3　無状� 4　無情
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B�　次の【ａ】・【ｂ】の各群で、反対語の組み合わせとして正しくないもの﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏を、そ
れぞれ1～4の中から１つずつ選べ。

解答欄は、【ａ】は カ 、【ｂ】は キ

【ａ】

1　起伏　―　平坦

2　集中　―　怠慢

3　緩慢　―　機敏

4　喧
けん

噪
そう

　―　静寂

【ｂ】

1　急性　―　慢性

2　巧妙　―　拙劣

3　早熟　―　晩成

4　清潔　―　乱雑

C�　次の【ａ】～【ｃ】の□に正しい漢字を１つずつ入れて、それぞれの四字熟語

を完成させよ。漢字はそれぞれ1～4の中から選べ。

解答欄は、【ａ】は ク 、【ｂ】は ケ 、【ｃ】は コ

【ａ】明鏡□水

1　止　　　　　2　湧　　　　　3　麗　　　　　4　暗

【ｂ】朝令暮□

1　受　　　　　2　四　　　　　3　礼　　　　　4　改

【ｃ】同□異曲

1　工　　　　　2　音　　　　　3　口　　　　　4　学
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D�　次の【ａ】～【ｄ】の下線部の用法に最も近い用法の下線部を含むものを、そ

れぞれ1～4の中から１つずつ選べ。

解答欄は、【ａ】は サ 、【ｂ】は シ 、【ｃ】は ス 、【ｄ】は セ

【ａ】　もしそう言ったとすれば、彼が嘘をついているに違いない。

1　この銅像は今にも動き出しそうだ。

2　この体育館には温水プールがあるそうだ。

3　あの人にそう思われていたなんてがっかりだ。

4　集合時間に間に合うように、そろそろ動きだそう。

【ｂ】　このスイカおいしいね。でももう少し大きいのが食べたいよ。

1　先生のおっしゃったことが今になってわかってきた。

2　そんなことがあったの。大変だったね。

3　隣の芝生は青く見えるものだ。

4　交番に届けられた財布は私のだった。
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【ｃ】　菓子を買って帰るといつも姉に食べられる。

1　雲の様子から、明日は晴れると思われる。

2　しっかりと注意しておかないと足元を掬
すく

われる。

3　このあたりではアジがたくさん釣れる。

4　明日の講演会ではハシモト先生が話されるらしい。

【ｄ】　この場所で出会ってからもう 10 年になる。

1　昨日はショッピングモールで買い物をした。

2　彼女の発見は驚くべきものであった。

3　いつも多くの子どもが遊んでいた。

4　あの植物園の花々はきれいでいきいきとしていた。
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E�　次の空欄に入る適切な故事成語を、それぞれ1～8の中から１つずつ選べ。

解答欄は、【ａ】は ソ 、【ｂ】は タ

【ａ】�　今月末での引退を表明した彼は、その最後の舞台で（　　　）の演技をみ

せ、満場の拍手を受けた。

【ｂ】�　課題をAI（人工知能）にやってもらうよう勧めるのは、学生の怠惰を

（　　　）することになってしまうのではなかろうか。

1　大器晩成　　2　矛盾　　　　3　杞
きゆう

憂　　　　4　推
すいこう

敲

5　助長　　　　6　蛇足　　　　7　白眼視　　　8　圧巻

F�　次の意味を表す言葉として最も適切なものを、それぞれ1～6の中から１つ

ずつ選べ。解答欄は、【ａ】は チ 、【ｂ】は ツ

【ａ】�　言葉の調子や使い方に表れた微妙な意味合い。色合いや音色、感情などの

微妙な感じ。

【ｂ】　優れた専門家、達人。熟練した玄人。

1　オリジナリティ　　2　インパクト　　　　3　ニュアンス

4　エキスパート　　　5　エッセンス　　　　6　マイノリティー
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G�　次の1～8の中で、誤字や誤用、表記等の誤り等の欠点を含むものを３﹏つ﹏選
べ。ただし、解答の順序は問わない。解答欄は、 テ ～ ナ

1　その人は、いつもやさしくうなづきながら、私の話に耳を傾けてくれた。

2　このまま引き下がることを潔しとしない自分が、たしかに心の中にいる。

3　先生は私のレポートを拝読後、とても褒めてくださいました。

4　両国首脳の会談は、終始和やかな雰囲気で進んだ。

5　試合に先立って、双方のメンバーをご紹介いただきたいと思います。

6　地球温暖化に伴う異状気象に対して、無関心ではないだろうか。

7　成算は無い。しかし、それでも歩みを止めるわけにはいかないじゃないか。

8　二人は空に架かった虹の橋をいつまでも見つめていた。



―　　―7

第2問

A	　次の会話文を完成させるために、空欄 ア 〜 オ に入れる最も適切な

ものを、それぞれ1〜4の中から1つずつ選べ。解答欄は、問1は ア 、

問2は イ 、問3は ウ 、問4は エ 、問5は オ

問1　A: Chicken salad with homemade dressing sounds delicious.　 ア

B: Yes, it’s easy. I can share the recipe, if you’d like it.

A: That would be fantastic!

1　Did you enjoy the dressing?

2　Do you make the dressing yourself ?

3　Is it difficult to make?

4　Can I try some next time?

問2　A: I’m from Madrid, in Spain.

B:  Really? I went to Europe for a week last year, but I didn’t have 

time to visit Madrid. イ

A: It’s an interesting city, but it gets very hot in the summer.

1　What’s it like?

2　Where is it?

3　Do you know it?

4　Did you have time?
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問３　A:  I tried to buy tickets for the concert yesterday, but when I logged 

onto the ticket website, it suddenly crashed!

B: That’s annoying. So were you able to get tickets?

A: ウ 　It was so disappointing.

1　No, I didn’t want to go.

2　Yes, I attended their concert last year.

3　Yes, my friend got it for me.

4　No, I couldn’t get any.

問４　A: Here are the keys to your room. The room number is 1012.

B: Thank you.

A: エ

B: No, that’s all. Thank you.

1　Do you find your room comfortable? 

2　Can you carry your bags by yourself ?

3　Is there anything else I can help you with?

4　Are all the rooms full?

問５　A: Did you hear about the boxing match on Saturday?

B: Yeah, I heard it was over very quickly.　 オ

A:  Well, it was unbelievable. The challenger was knocked out by a 

single body punch, in the second round!

1　Who do you think won? 

2　What happened?

3　Where was it held? 

4　Which boxer did you like?
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B	　次の各日本語文の意味を表す英文を完成させるために、それぞれ1〜4の語

句を空所に補ったとき、 カ 〜 ク に入る最も適当なものはどれか、その

番号を選べ。ただし、文頭にくる語句も小文字にしてある。

解答欄は、問1は カ 、問2は キ 、問3は ク

問1　私たちはどこかくつろげる静かな場所を探さなければならない。

We have to      for      　　　　 to     .

1　relax　　	 2　look　　		 3　somewhere	 4　quiet	

問2　今朝パパが焼いたクッキーを持ってくるね。

I’ll      　　　　 some of the      that      baked this morning. 

1　my dad　	 2　cookies　		 3　you　	 4　get

問3　今日のお祭りでりんご飴
あめ

は何個売れましたか？

     many      　　　　      at the festival today? 

1　were　		 2　how	 3　sold	 4　candy apples

カ

キ

ク
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C�　次の英文を読んで、後の問いに答えよ。

Vietnam is a country that loves coffee. It is the world’s second largest 

exporter of coffee, and the people are proud of their coffee culture. 

However, international coffee store chains are struggling to be successful 

in Vietnam. Although the unfamiliar atmosphere and store souvenirs are 

popular with some people, for the most part, the international chains find it 

hard to compete, since most Vietnamese ケ  to go to local cafes.

There are a few reasons for this. First, international chains are 

expensive. A typical medium-sized drink at an international chain 

coffee store costs about 90,000 *Vietnamese dong, about 530 yen, which 

is *unaffordable in a country where the average monthly wage is less than 

50,000 yen.

Second, international chain coffee does not taste like traditional 

Vietnamese coffee. Vietnamese coffee is made with *Robusta beans, which 

are stronger and more bitter than the Arabica beans that international 

chains frequently use. Robusta beans are more common in Vietnam because 

they are better suited to the country’s hot and humid climate.

Third, international chains do not offer any of the local Vietnamese 

coffee favorites. For example, 🄧there is no egg coffee, which is a popular 

Vietnamese drink made with condensed milk and egg yolk. Egg coffee was 

invented in *Hanoi in the 1940s during a time of milk shortage, and it has 

🄨since become a *beloved drink across the nation.

In contrast, local cafes offer a wider variety of coffee drinks, with more 

traditional Vietnamese flavors, and at much lower prices. They are also 

popular places for people コ  and *socialize, and many customers enjoy 

going where somebody knows their name. As one local cafe owner says, 

“Coffee is just a good excuse.”  In other words, as well as the coffee, it is the 

feeling of community that attracts the regular customers.
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（注）* Vietnamese dong – ベトナムドン（ベトナムの通貨単位）

   * unaffordable – 高額で負担しきれない、手が出ない

　　　* Robusta beans –  ロブスタ種のコーヒー豆。次の行に出てくるアラビカ種（Arabica 

beans）と並ぶ主要な品種。

　　　* Hanoi – ハノイ。ベトナムの首都。

   * beloved –（～に）人気のある

   * socialize –（～と）打ち解けて交際する

問１�　空欄 ケ ・ コ に入る最も適切な語句を、それぞれ1～4の中か

ら１つずつ選べ。解答欄は、 ケ ・ コ

ケ 1　would rather� 2　prefer

� 3　avoid� 4　are unlikely

コ 1　together� � 2　gatherings　

� 3　to gather� 4　gathers

問２�　下線部🄧に最も意味が近いものはどれか、次の1～4の中から１つ選べ。
解答欄は、 サ

1�　練乳と卵黄を使用して作られた、人気のあるベトナムの飲み物である

エッグコーヒーはありません

2�　エッグコーヒーというベトナムではあまり人気のない飲み物は、練乳と

卵黄を使用して作られています

3�　ベトナムで人気のあるドリンクは、練乳と卵黄を使用して作られるエッ

グコーヒーではありません

4�　エッグコーヒーはありませんが、ベトナムで人気の飲み物はどれも練乳

と卵黄を使用して作られています
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問３�　sinceについて、下線部🄨の sinceと同じ用法で使われているものを、次

の1～4の中から１つ選べ。解答欄は、 シ �

1　He’s lived in Hiroshima since 2019.

2　It’s been five years since he came here.

3　He hasn’t seen his grandmother ever since.

4　Since he worked so hard, he deserves a break.

問４�　英文の内容と一致しているものはどれか、次の1～6の中から２﹏つ﹏選べ。
ただし、解答の順序は問わない。解答欄は、 ス ・ セ

1�　世界有数のコーヒー生産国であるベトナムは、アラビカ種をもっぱら海

外に輸出している。

2�　店の雰囲気や土産物が好きで国際的なコーヒーチェーンに通う人は、た

いてい観光客である。

3�　国際的なチェーンでよく売られているMサイズコーヒーの値段は、ベト

ナム人の平均月収の約２倍に当たる。

4�　ベトナムのローカル店で多く使われるコーヒー豆は、高温多湿である当

地の気候により適したものである。

5�　ハノイのエッグコーヒーは、1940 年に度々起こった牛乳不足に起源を

たどることができる。

6�　筆者が考えるに、国際的なコーヒーチェーンは、現地向けのメニュー開

発や価格調整を十分に行っていない。
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第 ３ 問　 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え よ 。

　 子 ど も た ち は 気 に な る も の が あ る と 、 何 に で も す ぐ に 手 を 伸 ば す 。 カ エ ル

を 両 手 で つ か ま え る 。 チ ョ ウ を 追 い か け る 。 花 の 匂 い を か ぐ 。 冷 た い 川 の 水

の 流 れ に 手 を 浸 し て み る 。

　 赤 ち ゃ ん の と き に 、 身 近 な も の に 何 で も 手 を 伸 ば し 、 口 に く わ え て み よ う

と し て い た の と 同 じ よ う に 、 自 然 の な か で 見 つ け た も の す べ て を 、 彼 ら は ま

ず 自 分 の 手 で 触 っ て み よ う と す る 。 彼 ら の 知 覚 と 行 為 は 、 当 た り 前 の よ う に

い つ も 分 か ち が た く 結
カ ッ プ リ ン グ
合 （ 注 １ ） し て い る 。

　 庭 仕 事 を し て い る と 、 僕 も し ば し 子 ど も の よ う に な る 。 自 分 の 手 で 草 木 に

触 れ 、 土 を 掘 り 、 石 を 拾 い 、 落 ち 葉 を 集 め る 。 ハ サ ミ や ノ コ ギ リ な ど い ろ い

ろ な 道 具 も 使 う が 、 最 後 は 自 分 の 手 と 指 先 が 頼 り だ 。

　 苔
こ け

む し た 庭 の 斜 面 に 落 ち た 松 の 葉 を 一 本 ず つ 拾 っ て い る と 、 ア リ が 小 さ な

ミ ミ ズ の 死 骸 を 運 ん で い る 姿 が 目 に 飛 び 込 ん で く る 。 キ ン モ ク セ イ の 枯 れ て

き た 古 葉 を 一 枚 ず つ 手 で む し っ て い る と 、 目 の 前 で 葉 脈 に 沿 う よ う に 、 葉 と

一 体 化 し て 擬 態 す る サ ザ ナ ミ ス ズ メ （ 注 ２ ） の 幼 虫 に ぴ た り と 目 の 焦 点 が 合

う 。

　 落 ち 葉 を 拾 う 。 枝 葉 を 手 に 取 る 。

　 自 分 の 手 を 動 か す 身 体 の 行 為 と と も に 立 ち 上 が る 庭 の 風 景 が あ る 。

　 手 を 動 か す こ と が た だ の 「 運 動 」 で し か な い と し た ら 、 便 利 な 道 具 や 機 械

に 頼 っ た 方 が い い だ ろ う 。 手 を 動 か し た り 、 手 を 汚 し た り せ ず に 済 む 方 が�

Ｘ だ 。 し か し 、 手 を 動 か す こ と が 、 運 動 と と も に 知 覚 を 伴 っ て い る と

す れ ば 、 自 分 の 手 の 働 き を 機 械 に 委 ね る こ と は 、 知 覚 の 契 機 を 手 放 し て し ま

う こ と に な る 。

　 子 ど も た ち は い つ も 喜 ん で 庭 仕 事 を 手 伝 っ て く れ る 。 だ が 庭 仕 事 そ の も の

が 楽 し い と い う 以 上 に 、 枝 葉 を 切 っ た り 、 穴 を 掘 っ た り し て い る う ち に 、 し

ば し ば 思 い が け ず 「 虫 が 見 つ か る 」 よ う な 偶 然 に 出 会 え る こ と が 、 彼 ら に と っ

て は 面 白 い ら し い 。

　 虫 は 、 「 見 つ け よ う と す る と 見 つ か ら な い 」 と い う こ と に 気 づ い て し ま っ
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た 長 男 は 、 虫 を 探 す た め に 、 あ え て 虫 を 探 す の と は 違 う こ と を す る 。 モ リ ア

オ ガ エ ル を 庭 で 見 つ け た の も 、 彼 が 畑 で 野 菜 を 収 穫 し て い る 時 で あ っ た 。 行
0

為 が 知 覚 を 生 む

0 0 0 0 0 0 0

と い う こ と を 、 彼 も ま た 、 彼 の 経 験 の な か で 、 彼 な り に わ か っ

て い る の か も し れ な い と 思 う 。

　 つ い 先 日 は 、 庭 で ヒ サ カ キ の 剪
せ ん

定
て い

を し て い る と き に 、 珍 し い イ モ ム シ を 見

つ け た 。 お か し な 方 向 に 伸 び た 切 り 残 し の 枝 が あ る と 思 っ て 手 で 摑
つ か

む と 、 な

ぜ か ふ に ゃ り と 変 な 感 触 が し た 。 枝 で は な い が 、 生 き 物 に も 見 え な い … … し

ば ら く 僕 の 頭 は 混 乱 し た が 、 よ く 見 る と 枝 に な り き っ た イ モ ム シ だ っ た 。 ト

ビ モ ン オ オ エ ダ シ ャ ク と い う ら し い 。

　 僕 は そ の 見 事 な な り き り ぶ り に す っ か り 感 心 し て し ま っ た が 、 こ れ を 見 た

次 男 は 「 で も 木 に は 枝 じ ゃ な い っ て バ レ て る ん じ ゃ な い ？ 」 と 笑 っ た 。 た し

か に 、 騙
だ ま

さ れ て い る の は あ く ま で 僕 の 視 覚 で あ っ て 、 イ モ ム シ の 実 態 は 枝 と

は ま る で 別 物 な の だ 。

　 『 虫 は 人 の 鏡　 擬 態 の 解 剖 学 』 の な か で 著 者 の 養
よ う

老
ろ う

孟
た け

司
し

は 、 「 擬 態 は 一 見 よ

く 似 た も の の 実 態 が ま っ た く 異 な る 状 況 を 指 す 」 と 書 い て い る 。 「 よ く 似 る 」

こ と が 擬 態 だ と 僕 は 思 っ て い た が 、 考 え て み れ ば む し ろ 「 実 態 が ま っ た く 異

な る 」 こ と に こ そ 、 擬 態 の 不 思 議 さ や 面 白 さ の 核 が あ る の か も し れ な い 。

　 だ が 、 似 て い る け れ ど 異 な る そ の 「 実 態 」 と は 何 か 。 こ れ を 確 か め る た め

に は 、 坐
ざ

し て 情 報 を 受 け 止 め て い る だ け で は い け な い 。 自 分 の 手 で イ モ ム シ

に 触 れ て み る 。 近 づ い て じ っ と 観 察 し て み る 。 全 身 を 使 っ て よ く 感 じ て み る

こ と で こ そ 、 擬 態 と 実 態 の 差 が は っ き り と し て く る 。

　 「 一 見 よ く 似 た も の の 実 態 が ま っ た く 異 な る 状 況 」 を 広 い 意 味 で の 「 擬 態 」

と 呼 ぶ こ と に す る な ら 、 擬 態 は 、 人 間 の 世 界 で も あ り ふ れ た 現 象 で あ る 。

　 人 工 知 能 は ま さ に 知 能 の 擬 態 で あ る 。 近 年 話 題 の ChatGPT （ 注 ３ ） な ど は 、

す で に あ る 種 の 言 語 能 力 で 人 間 を 凌
り ょ う が
駕 し つ つ あ る が 、 そ れ が 生 み 出 す 言 葉 が

ど れ ほ ど 僕 た ち の 知 っ て い る 言 葉 と 「 よ く 似 た 」 も の で あ っ た と し て も 、 身

体 を 持 た な い 機 械 が 膨 大 な デ ー タ を 統 計 処 理 し な が ら 吐 き 出 す 記 号 列 は 、 人

間 が 迷 い 、 逡
し ゅ ん じ ゅ ん
巡 し な が ら つ ぶ や く 言 葉 と 「 実 態 」 は ま っ た く 異 な る も の で あ る 。

　 ド ナ ル ド ・ ト ラ ン プ 元 米 大 統 領 の 「 フ ェ イ ク ・ ニ ュ ー ス 」 （ 注 ４ ） と い う 言
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葉 が あ れ ほ ど 衝 撃 的 だ っ た 一 つ の 理 由 は 、 自 分 の 身 体 で じ か に 確 か め た わ け

で は な い 情 報 が 、 多 か れ 少 な か れ 「 フ ェ イ ク 」 だ と い う 身 も 蓋 も な い 事 実 を 、

あ の 一 つ の 言 葉 が あ ま り に も あ っ さ り と 暴 露 し て し ま っ た か ら で は な い か と

も 思 う 。

　 自 分 の 経 験 で 確 か め た わ け で は な い 二 次 的 な 情 報 は 、 ど れ ほ ど 真 実 に 似 て

い よ う と も 実 態 と は 異 な る 。 そ の こ と に 蓋 を し て 、 膨 大 な 情 報 を 摂 取 し て い

る だ け で は 、 擬 態 と 実 態 の 区 別 が つ か な く な っ て し ま う 。

　 自 然 界 が こ れ ほ ど 擬 態 に 溢
あ ふ

れ て い る の は 、 擬 態 が し ば し ば う ま く 機 能 す る

か ら で あ る 。 ど ん な 生 き 物 も 、 物 事 の 一 面 を う ま く 、 素 早 く と ら え る 仕 組 み

を そ れ ぞ れ に 持 っ て い る 。 だ が そ の と き 同 時 に 、 多 く の こ と が 差 し 当 た り は

不 必 要 な 情 報 と し て 捨 て ら れ て し ま う の で あ る 。 だ か ら 表 面 だ け を 似 せ た 擬

態 に 、 僕 た ち は 案 外 騙 さ れ て し ま う 。 果 て し な く 複 雑 な 世 界 を 、 有 限 の 能 力

で 認 識 す る と き 、 見 た つ も り で 見 え て い な い こ と が 残 っ て し ま う の は 、 原 理

的 に 仕 方 の な い こ と で あ る 。

　 だ か ら こ そ 、 何 度 で も く り 返 し 、 自 分 の 身 体 で た し か め る 必 要 が あ る 。 見

慣 れ た も の を 見 慣 れ た も の と し て や り 過 ご す の で は な く 、 同 じ 虫 を 、 同 じ 植

物 を 、 身 近 に あ る 同 じ 土 地 の 同 じ 場 所 で も 、 何 度 も 自 分 の 身 体 で 感 じ 、 経 験

し 直 し て み る 必 要 が あ る 。

（ 森
も り

田
た

真
ま さ

生
お

「 僕 た ち の 『 セ ン ス ・ オ ブ ・ ワ ン ダ ー 』 13 」

〔 『 ち く ま 』 六 二 九 号 所 収 〕 に よ る ）

注 １　 結
カ ッ プ リ ン グ
合� … こ こ で は 知 覚 と 行 為 が 相 互 に 分 か ち が た く 絡 み 合 い 、 影 響 を 与 え る こ と を

い う 。

注 ２　 サ ザ ナ ミ ス ズ メ … 蛾
が

の 一 種 。

注 ３　ChatGPT … 対 話 型 の 人 工 知 能 の 一 つ 。 人 間 が 入 力 し た 問 い に 対 し 、 自 然 に 見 え る

回 答 を す る こ と で 話 題 に な っ て い る 。

注 ４　 フ ェ� イ ク ・ ニ ュ ー ス … 虚 偽 報 道 。 こ こ で は 、 ２ ０ １ ６ 年 の ア メ リ カ 合 衆 国 大 統 領

選 挙 の 際 に 拡 散 さ れ た 、 虚 偽 と さ れ る 情 報 を さ す 。
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問 １�　 空 欄 Ｘ に 当 て は ま る 語 句 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の 1 ～

5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 ア

1　 感 覚 的　  2　 合 理 的　  3　 経 験 的　  4　 本 質 的　  5　 名 目 的

問 ２　 文 章 の 内 容 と 合 致 す る も の は ど れ か 、 次 の 1 ～ 5 の 中 か ら 二 つ
︴ ︴
選 べ 。

解 答 欄 は 、 イ ・ ウ

1 �　 子 ど も た ち は 気 に な る も の が あ る と 何 に で も す ぐ に 手 を 伸 ば す 。 知

覚 と 行 為 が 結 合 し て い る た め に 起 こ る こ の 好 奇 心 は 大 人 に な る と 失 わ

れ て し ま う 。 だ か ら こ そ 大 人 に な っ て も 好 奇 心 を 持 ち 続 け 、 子 ど も の

こ ろ の 感 覚 を 忘 れ な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。

2 �　 擬 態 の 興 味 深 い 点 は よ く 似 て い る こ と よ り も 、 む し ろ 「 実 態 が ま っ

た く 異 な る 」 こ と に あ る と 考 え ら れ る 。 そ の 実 態 が ど の よ う な も の で

あ る か 確 認 す る た め に は 、 情 報 に 対 し て 受 動 的 な 姿 勢 で 受 信 す る だ け

で は い け な い 。

3 �　ChatGPT が 生 み 出 す 言 葉 は 人 間 が 生 み 出 す も の と は ま っ た く 異 な

る た だ の 記 号 列 で あ る 。 こ の 記 号 列 に は 信 頼 性 が な い た め 言 語 能 力 の

点 で 追 い 越 さ れ る 心 配 は な い が 、 人 間 自 身 の 言 語 能 力 を 豊 か に す る よ

う 常 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

4 �　 身 体 の 行 為 は 知 覚 に 結 び つ い て い る 。 そ も そ も ど ん な 生 き 物 に も 物

事 の 一 面 を 素 早 く 把 握 す る 仕 組 み が 備 わ っ て い る が 、 そ の と き 同 時 に

多 く の 情 報 が 切 り 捨 て ら れ て し ま う 。 実 態 に 近 づ く に は 何 度 も く り 返

し 自 分 の 身 体 で 感 じ 、 確 か め な け れ ば な ら な い 。



―
　
　
―

17

5 �　 私 た ち は 見 慣 れ た も の で あ っ て も 騙 さ れ て し ま う こ と が あ る 。 こ の

こ と は 人 間 が も つ 知 覚 の 仕 組 み の 上 で 仕 方 が な い こ と で あ る 。 だ か ら

こ そ さ ま ざ ま な 技 術 の 助 け を 借 り な が ら 、 情 報 の 不 足 を 補 っ て い く 必

要 が あ る 。
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第 ４ 問　 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え よ 。

　 路 上 パ フ ォ ー マ ン ス を お こ な う ア ー テ ィ ス ト た ち は 、 概 し て お 金 が な い か

ら 、 手 に 入 り や す い 日 常 的 な 道 具 を 使 っ て 、 芸 を 見 せ る こ と が 多 い 。 道 具 を

普 段 の 生 活 の 場 面 と 同 じ に 使 用 し た の で は 、 芸 に な ら な い 。 道 具 が 普 段 用 い

ら れ て い る 環 境 か ら 切 り 離 し て 、 道 具 に 別 の 意 味 合 い を 与 え る こ と に よ っ て 、

面 白 さ や 驚 き を 与 え よ う と す る 。

　 た と え ば 、 空 中 に テ ニ ス ボ ー ル の よ う な な に か の 道 具 を 投 げ 上 げ て 受 け 取

る こ と を 繰 り 返 し 、 ま る で そ の 道 具 が ず っ と 空 中 に い る よ う に 見 せ る 、 ジ ャ

グ リ ン グ 芸 の 場 合 。 宙 に 投 げ 上 げ ら れ た ボ ー ル は 、 現 実 の 中 で は な ん の 役 に

も 立 た な い 存 在 へ と 変 容 す る 。 そ の ボ ー ル が 、 ま る で 重 力 か ら も Ｘ に

な っ た か の よ う に 、 空 中 に 浮 か び 続 け る の で あ る 。 こ の と き ボ ー ル は 「 無 為 」

と 「 Ｘ 」 の 象 徴 と な る 。 芸 人 の 筋 肉 は 激 し い 運 動 を 続 け る が 、 芸 自 体

は こ の 世 に ク ー ル な 無 為 を 出 現 さ せ る 。�

　 ス ケ ー ト ボ ー ド （ ス ト リ ー ト ） の 面 白 さ は 、 こ の 放 下 の ジ ャ グ リ ン グ 芸 の

上 下 を 反 転 さ せ た よ う な 構 造 か ら 生 ま れ る 。 路 上 や 公 園 で ロ ー ラ ー ス ケ ー ト

を し て い た 若 者 た ち に よ っ て 考 案 さ れ た こ の ス ポ ー ツ で は 、 市 民 生 活 に と っ

て 通 行 や 安 全 の た め に 、 と て も 有 用 な 機 能 を 果 た す 手 す り や 階 段 が 、 む し ろ

邪 魔 な 障 害 物 と し て 、 無 用 を 宣 告 さ れ る 。

　 そ う や っ て 有 用 な 機 能 を 奪 わ れ た 手 す り や 階 段 は 、 ト リ ッ ク （ 注 １ ） を 実

行 す る た め の 「 も の 」 に 変 容 し 、 ス ケ ー タ ー た ち は そ れ を 用 い て 、 自 分 自

身 を ジ ャ グ リ ン グ の ボ ー ル に 変 え て 、 宙 を 舞 う の で あ る 。 ス ケ ー タ ー た ち

は 、 路 上 パ フ ォ ー マ ー と 同 じ よ う に 、 市 民 の 日 常 生 活 を な り た た せ て い る 有

用 な 行 動 の 「 文 法 」 を 、 ひ っ く り か え し て み せ 、 自 分 の 身 体 と そ う や っ て

Ｙ に な っ た 「 も の 」 を 使 っ て 、 日 常 の 外 に あ る 「 美 」 を 、 短 時 間 だ が

こ の 世 に 出 現 さ せ よ う と す る の で あ る 。
Ａ
こ う い う 美 に は 、 し ば し ば 「 ポ エ

ジ ー 」 （ 注 ２ ） が 宿 る と 言 わ れ て き た 。

　 じ っ さ い ス ポ ー ツ と し て の ス ケ ー ト ボ ー ド は 、
Ｂ
詩 の 言 語 と よ く 似 た 性 質

a.kaya
長方形

a.kaya
スタンプ
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を も っ て い る 。 詩 の 言 語 は 、 日 常 生 活 で み ん な が 使 っ て い る 、 ふ つ う の 「 こ

と ば 」 を 素 材 に 用 い て 、 仕 事 を す る 。 そ の こ と ば を 日 常 的 な 環 境 か ら 離 脱 さ

せ て 、 意 味 の 浮 遊 状 態 を つ く り だ し 、 音 や リ ズ ム や 色 彩 な ど の 統 一 感 を 頼 り

に 、 新 し い こ と ば の 組 織 体 を 生 み 出 す と い う の が 、 詩 の 仕 事 で あ る 。

　 い っ ぽ う こ の ス ポ ー ツ は 、 こ と ば は 使 わ な い 。 そ の か わ り 、 身 体 と ス ケ ー

ト ボ ー ド と い う 道 具 を 使 っ て 、 詩 の 言 語 と 同 じ こ と を し て い る 。 そ れ は こ の

ス ポ ー ツ が 、 手 す り や 階 段 や 坂 道 な ど 、 日 常 的 な 生 活 を つ く っ て い る さ ま ざ

ま な 「 も の 」 か ら 、 有 用 な 用 途 を 奪 い 取 っ て 、 も の ご と の 意 味 や 機 能 を 浮 遊

さ せ な が ら 、 「 身 体 ＋ ス ケ ー ト ボ ー ド 」 を そ の 浮 遊 空 間 に 投 げ 込 ん で 、 さ ま

ざ ま な ト リ ッ ク が 生 み 出 す つ か の 間 の 「 美 」 を 出 現 さ せ る か ら で あ る 。

　 し か も 、 こ の ス ポ ー ツ が 発 生 さ せ て い る ポ エ ジ ー は 、 本 質 的 に 新 し い 。 フ ィ

ギ ュ ア ス ケ ー ト や 新 体 操 や サ ー フ ィ ン も 、 あ る 種 の ポ エ ジ ー を 発 生 さ せ て い

る 。 し か し ス ケ ー ト ボ ー ド の 場 合 に 比 較 す る と 、 そ う し た ス ポ ー ツ の ポ エ ジ ー

は 、 「 古 典 的 」 で あ る 。 古 典 的 な ポ エ ジ ー を 支 え て い る の は 、 ク ラ シ ッ ク 音

楽 の よ う に 連 続 的 に 流 れ て い く 、 な め ら か な メ ロ デ ィ 線 で あ る 。

　 そ れ に た い し て 、 ス ケ ー ト ボ ー ド の 発 生 さ せ る ポ エ ジ ー は 、 な め ら か な メ

ロ デ ィ の 連 続 線 を 断 ち 切 っ て し ま う 突 然 の ジ ャ ン プ を 基 本 と す る 。 空 中 で の

ボ ー ド の 回 転 な ど も 突 発 的 で 、 非 連 続 な 短 い カ ッ ト が 集 積 さ れ て 、 パ フ ォ ー

マ ン ス が 出 来 上 が っ て い る 。

　 そ の 意 味 で 、 ス ケ ー ト ボ ー ド の 発 生 さ せ る ポ エ ジ ー は 、 オ リ ン ピ ッ ク 競 技

に 含 ま れ る ス ポ ー ツ と し て は 、 新 し い の で あ る 。 こ の ポ エ ジ ー に も っ と も 近

い こ と ば に よ る 詩 と 言 え ば 、 現 代 で は お そ ら く 「 ヒ ッ プ ホ ッ プ 」 （ 注 ３ ） の そ

れ と い う こ と に な ろ う 。

　 こ の よ う な 新 し い ポ エ ジ ー を 発 し て い る ス ポ ー ツ を 解 説 す る と な る と 、 新

し い タ イ プ の 解 説 者 が 必 要 に な る 。 古 典 的 ス ポ ー ツ の 解 説 で は 、 ス ケ ー ト

ボ ー ド 型 ポ エ ジ ー を 抑 圧 し て し ま う か ら で あ る 。 野 球 の 解 説 で も な い 、 プ ロ

レ ス の 解 説 で も な い 、 ま し て 「 古 典 的 」 な オ リ ン ピ ッ ク の 競 技 解 説 で も な い 、

Ｃ
新 し い タ イ プ の 解 説 が 出 て こ な け れ ば な ら な い 。

a.kaya
長方形

a.kaya
スタンプ
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　 ス ケ ー ト ボ ー ド の 発 す る ポ エ ジ ー を 語 る に は 、 ど ん な リ ズ ム 、 ど ん な 韻 律 、

ど ん な 語 彙 が 必 要 だ ろ う か 。 と り わ け ど ん な 語 彙 が 。 ス ケ ー タ ー た ち が プ レ

イ し な が ら 自 然 に 口 に し て い る 語 彙 は 、 こ の ス ポ ー ツ の ポ エ ジ ー か ら 自 然 に

こ ぼ れ 出 て き た も の だ 。 「 ゴ ン 攻 め 」 「 ビ ッ タ ビ タ 」 な ど と い う 表 現 は 、 ス ケ ー

タ ー た ち が 共 有 す る 新 奇 な 語 彙 群 で あ る が 、 そ れ ら は ス ケ ー ト ボ ー ド の ポ エ

ジ ー の 構 造 と 自 然 に 合 致 し て い る 。 そ う い う 語 彙 に 付 随 す る イ ン ト ネ ー シ ョ

ン も 強 弱 変 化 も 、 こ の ス ポ ー ツ の 「 癖 」 の よ う な も の を 、 う ま く と ら え て い る 。

（ 中
な か

沢
ざ わ

新
し ん

一
い ち

「 ス ケ ー ト ボ ー ド の ポ エ ジ ー 」 〔 『 今 日 の ミ ト ロ ジ ー 』 所 収 〕 に よ る ）

注 １　 ト リ ッ ク … ス ケ ー ト ボ ー ド 競 技 に お け る 技 の こ と

注 ２　 ポ エ ジ ー … 詩 や 詩 の 世 界 、 ま た そ の 味 わ い

注 ３　 ヒ ッ� プ ホ ッ プ … ニ ュ ー ヨ ー ク で 生 ま れ た 新 し い ジ ャ ン ル 。 リ ズ ム に 乗 っ て 語 る ラ ッ

プ な ど を さ す 。

問 １�　 空 欄 Ｘ ・ Ｙ に 入 る も の と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の

1 ～ 8 の 中 か ら そ れ ぞ れ 一 つ 選 べ 。

解 答 欄 は 、 空 欄 Ｘ は ア 、 空 欄 Ｙ は イ

1　 解 放　　 2　 自 由　　 3　 必 要　　 4　 絶 対

5　 無 用　　 6　 束 縛　　 7　 平 等　　 8　 窮 屈

問 ２�　 傍 線 部 Ａ 「 こ う い う 美 」 を 説 明 し た も の と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次

の 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は ウ

1　 道 具 や 身 体 を 空 中 に 浮 遊 さ せ る こ と で 生 み 出 さ れ る 、 奇 想 天 外 な 美 。

2　 既 成 概 念 か ら 離 れ た も の の 使 い 方 で 生 み 出 さ れ る 、 非 日 常 の 美 。

3　 ジ ャ グ リ ン グ 芸 と 同 じ 上 下 の 反 転 で 生 み 出 さ れ る 、 無 秩 序 な 美 。

4　 道 具 の 機 能 を 最 大 限 活 用 し て 生 み 出 さ れ る 、 無 駄 の な い 美 。

5　 無 用 な も の の 組 み 合 わ せ で 生 み 出 さ れ る 、 間 に 合 わ せ の 美 。

a.kaya
長方形

a.kaya
スタンプ
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問 ３�　 傍 線 部 Ｂ 「 詩 の 言 語 と よ く 似 た 性 質 」 に つ い て 、 あ る 人 が 左 の よ う な

図 を 作 っ た 。 図 の 空 欄 （� Ⅰ� ） ～ （� Ⅴ� ） に 入 る ａ ～ ｊ の 組 み 合 わ せ と し

て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。

解 答 欄 は 、 エ

日 常 生 活 で の

　 ふ つ う の 「 こ と ば 」
　　 日 常 生 活 を つ く る 「 も の 」

（　 Ⅰ　 ） を 奪 い 取 る

（　 Ⅱ　 ） か ら 離 脱 さ せ る

（　 Ⅲ　 ） の 浮 遊 状 態

	 新 し い 「 美 」	 古 典 的 な 「 美 」

（　 Ⅳ　 ）

　  突 然 の ジ ャ ン プ

　 　 • ス ケ ー ト ボ ー ド

　 　 • ヒ ッ プ ホ ッ プ

　　

（　 Ⅴ　 ）

　  な め ら か な メ ロ デ ィ 線

　 　 • フ ィ ギ ュ ア ス ケ ー ト

　 　 • 新 体 操

　 　 • サ ー フ ィ ン

1　 Ⅰ�‒� ｆ　　 Ⅱ ‒� ｊ　　　 Ⅲ ‒� ｉ　　　 Ⅳ ‒� ｄ　　　 Ⅴ ‒� ｈ

2　 Ⅰ ‒� ｂ　　 Ⅱ ‒� ｆ　　　 Ⅲ ‒� ａ　　　 Ⅳ ‒� ｅ　　　 Ⅴ ‒� ｊ

3　 Ⅰ ‒� ａ　　 Ⅱ ‒� ｂ　　　 Ⅲ ‒� ｇ　　　 Ⅳ ‒� ｃ　　　 Ⅴ�‒� ｄ

4　 Ⅰ ‒� ｆ　　 Ⅱ ‒� ｉ　　　 Ⅲ ‒� ｂ　　　 Ⅳ ‒� ｈ　　　 Ⅴ�‒� ｃ

ａ　 無 用 さ　　　  ｂ　 意 味 や 機 能　　  ｃ　 連 続 性　　  ｄ　 統 一 感

ｅ　 短 い カ ッ ト　  ｆ　 有 用 な 用 途　　  ｇ　 手 す り や 階 段

ｈ　 非 連 続 性　　  ｉ　 日 常 的 な 環 境　  ｊ　 組 織 体
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問 ４�　 傍 線 部 Ｃ 「 新 し い タ イ プ の 解 説 」 と は ど の よ う な も の か 。 最 も 適 切 な

も の を 、 次 の 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 オ

1 �　 そ れ ぞ れ の 大 会 の 雰 囲 気 か ら お の ず と 求 め ら れ る 、 格 調 高 さ と 説 明

内 容 の 詳 し さ を 兼 ね 備 え た 解 説 。

2 �　 多 様 な 視 聴 者 に わ か り や す い よ う な 、 視 聴 者 に 寄 り 添 っ た こ と ば づ

か い や リ ズ ム を 最 大 限 活 用 し た 解 説 。

3 �　 価 値 観 の 多 様 性 を 損 な わ な い 、 幅 広 い 意 味 に 解 釈 で き る 語 彙 群 を 用

い た 解 説 。

4 �　 従 来 の ス ポ ー ツ の 解 説 と は ま っ た く 異 な っ た 、 プ レ イ ヤ ー 同 士 の 連

帯 を 強 め る た め の 解 説 。

5 �　 プ レ イ の 中 で 自 然 に 出 て く る 新 奇 な 語 彙 群 を 生 か し た 、 そ の ス ポ ー

ツ な ら で は の 解 説 。

問 ５�　 本 文 の 説 明 の 特 徴 を 説 明 し た も の と し て 最 も ふ さ わ し い も の は ど れ

か 、 次 の 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 カ

1　 筆 者 自 身 の 体 験 を 中 心 に 据 え て 具 体 的 な 説 明 を 行 っ て い る 。

2　 常 体 を 用 い 、 比 喩 表 現 を 使 用 せ ず に 説 明 し て い る 。

3　 筆 者 独 自 の 視 点 か ら 比 較 対 象 を 選 ん で 説 明 し て い る 。

4　 具 体 例 に よ る 説 明 を 行 わ ず に 抽 象 的 な 述 べ 方 で 説 明 し て い る 。

5　 感 情 的 な 表 現 を 多 用 し て 読 者 の 共 感 を 得 る よ う に 説 明 し て い る 。
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第 ５ 問　 次 の 小 説 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え よ 。

　 大 手 の 音 楽 教 室 か ら も 著 作 権 使 用 料 を 徴 収 す る と 発 表 し た 全 日 本 音 楽 著 作 権 連 盟

（ 全 著 連 ） に 対 し て 、 音 楽 教 室 を 全 国 展 開 す る ミ カ サ が 裁 判 所 に 提 訴 す る 構 え を 見 せ

た 。 そ こ で 、 全 著 連 に 勤 務 す る 橘
た ち ば な

樹
い つ き
は 、 上 司 の 命 令 で ミ カ サ の 音 楽 教 室 に 通 う こ と に

な っ た 。 ス パ イ と し て 潜 入 し 、 レ ッ ス ン で の 使 用 曲 を ひ そ か に 調 査 し て 、 著 作 権 侵 害

の 証 拠 を つ か む た め で あ る 。 チ ェ ロ に ま つ わ る 苦 い 過 去 が あ る 橘 だ っ た が 、 同 年 代 の

講 師 浅
あ さ ば
葉 の 指 導 に よ り 少 し ず つ 乗 り 越 え ら れ そ う に な っ て き て い る 。 し か し 一 方 で 、

そ の 浅 葉 を 欺 き レ ッ ス ン の 一 部 始 終 を 録 音 し て 上 司 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 橘 で も

あ っ た 。

　 潜 入 調 査 の 期 間 は 二 年 。 す で に 数 ヶ 月 の 月 日 が 流 れ 、 発 表 会 が 行 わ れ る 年

末 に は 半 年 が 経 つ こ と に な る 。

「 橘 君 が 弾 く 曲 ね 、 決 め た 」

　 ス タ ジ オ の ド ア を 開 け る な り 、 浅 葉 は 上 機 嫌 だ っ た 。 何 の 曲 に し た ん で す

か 、 と 橘 が 通 勤 鞄
か ば ん
を 置 く と 、 す ぐ に 大 判 の 楽 譜 が 手 渡 さ れ た 。

　 真 っ 黒 な 表 紙 は 無 光 沢 で 、 ス タ イ リ ッ シ ュ な 装 丁 を し て い た 。 い ま ま で 使 っ

て い た 『 チ ェ ロ で 楽 し む ポ ピ ュ ラ ー ミ ュ ー ジ ッ ク 』 と は 見 た 目 か ら し て 違 う 。

　 や や 重 心 の 低 い 位 置 に 、 白 抜 き で タ イ ト ル が 入 っ て い た 。

　 戦 慄 き の ラ ブ カ 。

「 … … わ な な き 、 で 合 っ て ま す か ？ 」

「 合 っ て る 合 っ て る 。 あ れ 、 聴 い た こ と な い ？ 」

「 た ぶ ん あ る と は 思 い ま す 。 字 面 も 見 覚 え が あ る し 」

　 早 速 、 中 を 開 い て み る と 、 ピ ア ノ 伴 奏 付 き の チ ェ ロ 譜 が 数 段 に わ た っ て 並

ん で い た 。 そ の 出 だ し の 音 符 を 目 で 追 っ て み て も 、 い ま い ち 曲 調 が 思 い 出 せ

な い 。

「 こ れ っ て 昔 の 映 画 の 劇
げ き

伴
ば ん

な ん で し た っ け 」

「 そ う そ う 」

　 同 タ イ ト ル の 映 画 自 体 も 有 名 だ っ た が 、 橘 は 観 た こ と が な か っ た 。 確 か 、

自 分 が 生 ま れ る よ り も ず っ と 前 の 映 画 の は ず だ 。
Ａ
今 日 日 、 こ の タ イ ト ル が

メ デ ィ ア で 紹 介 さ れ る 時 は 大 抵 、 こ の 主 題 歌 の ほ う を 指 し て い た 。
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「 あ と で 俺 も 弾 い て み せ る け ど 、 そ の 前 に 伴 奏 付 き の 音 源 聴 い て み た ほ う が

い い だ ろ 。 当 日 も ピ ア ノ つ け る と 思 う し 」

「 発 表 会 っ て 、 伴 奏 も つ く ん で す か ？ 」

「 曲 に よ る か な 。 ち な み に 俺 が 受 け 持 ち の 生 徒 は 大 体 俺 が 伴 奏 弾 い て る 」

　 ピ ア ノ も そ ん な に 弾 け る ん で す ね 、 と 返 し な が ら 、 橘 は 黒 い 楽 譜 を じ っ と

見 つ め て い た 。 ど う し て 、 浅 葉 は 自 分 に こ の 曲 を 選 ん だ の だ ろ う 。

「 カ ザ ル ス （ 注 １ ） は 一 日 の 初 め に 必 ず ピ ア ノ を 弾 い て い た ん だ 。 そ れ に あ

や か っ て 、 俺 も 毎 朝 ピ ア ノ を 弾 い て る 。 一 種 の ゲ ン 担 ぎ み た い な も ん だ よ 」

　
Ｂ
ラ ブ カ 、 と は な ん だ ろ う 。

　 古 い 映 画 で あ る こ と は 知 っ て い た か ら 、 ラ ブ 、 の 音 か ら 勝 手 に 恋 愛 映 画 を

想 像 し て い た が 、 改 め て 考 え て み る と 全 然 違 う 単 語 で あ る よ う な 気 が し た 。

　 暗 く 美 し い 装 丁 の 楽 譜 は 、 ど こ か 深 海 を 彷
ほ う ふ つ
彿 と さ せ る 。

「 綺
き れ い
麗 な 曲 だ よ 。 綺 麗 だ け ど 重 た く て 、 暗 く て 静 か で 、 独 特 の 世 界 観 が あ る 」

　 浅 葉 が 曲 を 流 し 始 め た 瞬 間 、 こ れ か 、 と 思 い 出 し た 。

　
ａ
印 象 的 な ピ ア ノ イ ン ト ロ 。

　 様 々 な シ ー ン で 使 わ れ て い る 、 有 名 な テ ー マ 曲 だ 。 変 わ っ た タ イ ト ル ま で

は 思 い 出 せ な い ま で も 、 聴 き 覚 え が あ る 人 の 数 は き っ と 多 い こ と だ ろ う 。

　 そ の メ ロ デ ィ が 耳 に 馴
な じ
染 ん で い く に つ れ て 、 ふ と 、 橘 は 奇 妙 な 違 和 感 を 覚

え た 。 チ ェ ロ の 響 き が や け に 深 く 、 地 よ り も 低 い と こ ろ へ ど ん ど ん 潜 っ て い

く よ う な 、 言 葉 に し に く い 恐 ろ し さ を 感 じ る 。

　 万 人 に 通 じ る 類 の 恐 怖 と は 違 う 。

　 お そ ら く は 浅 葉 が 綺 麗 と 言 っ て い る 、 こ の 曲 の 鋭 利 な 暗 さ が 怖 い の だ 。

「 ど う ？　 小
お の せ
野 瀬 （ 注 ２ ） の 中 で も 俺 は か な り 好 き な 曲 な ん だ け ど 」

　 瞼
ま ぶ た
を 開 け る と 感 想 を 訊
き

か れ て 、 い い で す ね 、 と （　 Ｘ　 ） が 口 を 衝
つ

い た 。

気 に 入 っ て く れ た な ら よ か っ た 、 と 浅 葉 が ス マ ホ を テ ー ブ ル に 置 く 。

「 こ れ の ピ ア ノ 、 な ん か 気 に な っ て 、 今 朝 ち ょ ろ っ と 練 習 し ち ゃ っ た 。 チ ェ

ロ も も ち ろ ん い い ん だ け ど さ 、 こ れ は 伴 奏 も 耳 に 残 る か ら 」

　 す で に 楽 譜 ま で 用 意 し て も ら っ て い る の に 、 い ま さ ら 嫌 だ と は 言 え な か っ

た 。 そ れ に 何 が ど う 嫌 な の か 、 自 分 で も う ま く 言 え な い 気 が し た 。
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「 こ の 映 画 っ て 観
み

た こ と あ る ？　 橘 君 、 映 画 と か 観 る 人 な ん だ っ け 」

「 観 た こ と な い で す 」

「 俺 も ま だ 。 名 作 っ て 評 判 だ け ど 、 Ｄ Ｖ Ｄ 化 さ れ る の が 遅 か っ た ん だ よ な 。

配 信 じ ゃ 観 ら れ な い み た い だ し 」

「 ど う い う 内 容 な ん で す か ？ 」

「 諜
ち ょ う ほ う
報 も の だ よ 。 い わ ゆ る ス パ イ 映 画 」

　 諜 報 機 関 に 所 属 し て い る 孤 独 な 男 が 潜 入 先 の 敵 国 で 自 分 の 居 場 所 を 見 つ け

る 話 、 と （　 Ｙ　 ） 笑 顔 を 向 け ら れ て 、 思 わ ず 呼 吸 が 止 ま っ て し ま っ た 。

「 古 い 映 画 だ か ら 、 俺 も さ わ り し か 知 ら な い け ど 。 い い 映 画 ら し い よ 。 い ま

と な っ て は こ の 曲 の ほ う が 有 名 だ け ど 」

　 へ え 、 と 小 さ く 相
あ い づ ち
槌 を 打 つ と 、 不 自 然 に 喉 が 上 下 し た 。 何 か が 露 見 し て し

ま っ た の で は な い か と 、 様 々 な 憶 測 が 心 臓 の 周 り を 回 り 続 け る 。

　
Ｃ
急 に い つ も の ス タ ジ オ が 、 と て つ も な く 狭 く 感 じ ら れ た 。

「 … … あ れ っ て 、 ス パ イ 映 画 だ っ た ん で す ね 」

「 タ イ ト ル か ら じ ゃ わ か ん な い よ な 。 俺 は 曲 で 知 っ て た け ど さ 」

「 映 画 っ て あ ん ま り 観 な い ん で す け ど 。 諜 報 と か 、 そ う い う 系 の 話 っ て 、 最

後 は ど う な る も の な ん で す か ？ 」

「 俺 も ラ ブ カ は 観 て な い か ら な 。 死 ぬ か ハ ッ ピ ー エ ン ド か の 二 択 じ ゃ な い 」

　 こ れ の Ｃ Ｄ の ブ ッ ク レ ッ ト に 映 画 の ス チ ー ル 写 真 が い っ ぱ い 載 っ て て 、 衣

装 も 格 好 い い ん だ よ 、 と 浅 葉 が
ｂ
放 課 後 の 中 学 生 の よ う な 笑 顔 を 見 せ る 。 当

時 の 小 野 瀬 な ん て ま だ 若 か っ た の に 、 海 外 の 巨 匠 に 楽 曲 提 供 だ な ん て す ご い

よ な 、 と 誇 ら し げ だ 。

「 い ま 思 っ た ん だ け ど 、 橘 君 っ て 若 い 頃 の 小 野 瀬 に ち ょ っ と 似 て る ね 」

「 先 生 は 、 ど う し て 俺 に こ の 曲 を 選 ん だ ん で す か ？ 」

　 小 野 瀬 っ て ほ か に も 沢 山 、 曲 書 い て る じ ゃ な い で す か 、 と 作 り 笑 い を 浮 か

べ る と 、 う ー ん 、 と 浅 葉 が 曲 げ た 指 の 山 を 顎 先 に 当 て た 。

　 素 直 な 目 だ 。 無 意 識 に で も 真 実 を 探 り 当 て る こ と が 、 と て も 得 意 そ う な 。�

「
Ｄ
そ れ っ ぽ い か ら ？ 」

「 … … な ん で す か 、 そ れ 」
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「 格 好 い い だ ろ 。 映 画 の 中 の 孤 独 な ス パ イ 」

　 橘 君 は ち ゃ ん と そ う い う 雰 囲 気 で 弾 い て く れ そ う か な っ て 、 と 浅 葉 が 自 分

の チ ェ ロ を 起 こ す 。 貸 し て 、 と 橘 が 持 っ て い る 楽 譜 に そ の 長 い 指 が 伸 ば さ れ

た 。
「 中 盤 、 結 構 難 し い か ら 。 左 手 の 運 指 に 気 を 取 ら れ そ う な 箇 所 が 多 い か ら 注

意 し て 。 そ れ ば っ か り に 気 が い っ ち ゃ う と 、 こ の 楽 曲 が 持 つ 良 さ が 上
う ま
手 く 引

き 出 せ な く な っ て し ま う … … 」

「 あ の 、 ラ ブ カ っ て な ん で す か ？ 」

　 い つ に な い 調 子 で 言 葉 を 遮 っ た 橘 を 、 浅 葉 は 少 し だ け 物 珍 し げ に 見 返 し た 。

　
ｃ
飴

あ め い ろ
色 の チ ェ ロ は そ の 胸 に 抱 か れ て 、 奏 で ら れ る 瞬 間 を 待 っ て い た 。

「 醜 い 魚 の 名 前 だ よ 。 ラ ブ カ っ て い う 深 海 魚 」

　 素 性 を 偽 っ て 平 穏 な 市 民 生 活 に 潜 り 込 ん で く る 敵 国 側 の ス パ イ の こ と を 、

作 中 で そ う 呼 ん で い る ん だ っ て 、 と 何 も 知 ら な い 浅 葉 が 言 う 。

「 ち な み に 映 画 の 原 題 は 『 ラ ブ カ 』 。 こ れ に 関 し て は 邦 題 の ほ う が 評 価 が 高

い っ て 言 わ れ て る 。 戦 慄 く 、 っ て 言 葉 に は 、 怖 く て 震 え る っ て 意 味 の ほ か に 、

音 が 振 動 す る っ て 意 味 も あ る だ ろ 。 印 象 的 な ピ ア ノ イ ン ト ロ と 、 そ れ が 妙 に

マ ッ チ し た っ て わ け だ 」

　 こ れ も Ｃ Ｄ の ブ ッ ク レ ッ ト で 得 た 知 識 ね 、 と 少 年 の よ う な 笑 み が こ ぼ れ る 。

　 レ ッ ス ン の 時 間 は タ イ ト だ か ら 、 い つ も 雑 談 は す ぐ に 切 り 上 げ ら れ る 。 な

の に ど う し て か 今 日 に 限 っ て 、 浅 葉 は や け に 饒
じ ょ う ぜ つ
舌 だ っ た 。

「 い い よ な 、 ス パ イ 。 国 家 機 密 に ド 派 手 な ア ク シ ョ ン 。 ０ ０ ７ （ 注 ３ ） と か

好 き ？ 」

「 あ れ も 観 た こ と が な い ん で す よ ね 」

「 じ ゃ あ 今 度 観 て み て よ 。 ご 想 像 通 り の 映 画 だ と 思 う け ど 。 い い ん だ よ な 、

あ の ド ン パ チ が 」

　 誰 に で も ジ ェ ー ム ズ ・ ボ ン ド に な り た い 日 が あ る だ ろ 、 と 言 わ れ て 、 あ ん

な 格 好 い い ス パ イ な ん て 映 画 の 中 だ け で す よ 、 と
Ｅ
橘 は 静 か に 目 を 逸

そ

ら し た 。

　 こ れ ま で 取 り 組 ん で き た ど の 楽 曲 よ り も 、『 戦 慄 き の ラ ブ カ 』 は 難 し か っ た 。
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中 盤 を 越 え た あ た り で 五 ヶ 所 、 厄 介 な 和 音 が 待 ち 構 え て い る 。 指 が 正 し い ポ

ジ シ ョ ン に 揃
そ ろ

う ま で に 生 じ る 僅 か な タ イ ム ラ グ が 、 曲 の 流 れ を 止 め て し ま う

の だ っ た 。 何 度 弾 き 直 し て み て も 、 そ こ を な め ら か に 越 え る こ と が で き な い 。

　 こ ん な の 誰 が 弾 け る ん だ 、 と 投 げ 出 し て し ま い そ う に な る 度 、 レ ッ ス ン の

光 景 が 思 い 出 さ れ た 。 浅 葉 は 初 見 で 易
や す や す々

と 弾 い た 。 弾 け る 人 に は 弾 け る の だ 。

　 指 運 び は 反 復 が す べ て だ 。 十 回 で 弾 け な い な ら 百 回 。 百 回 で 弾 け な い な ら

千 回 。 何 回 で も 指 板 上 の 弦 を 押 さ え て 、 身
か ら だ
体 に 覚 え こ ま せ る し か な い 。

　 冬 場 の カ ラ オ ケ 店 は 肌 寒 く 、 エ ア コ ン が つ い て い て も 底 冷 え し て い た 。 日

曜 の 昼 は 客 も ま ば ら で 、 大 き な 楽 器 を 背 負 っ て い る せ い か 、 ま た 今 日 も 橘 は

パ ー テ ィ ー ル ー ム に 通 さ れ て い た 。 赤 や 黄 色 の ソ フ ァ が 並 ぶ ス テ ー ジ 付 き の

大 部 屋 は 、 ひ と り で 使 う に は 広 す ぎ た 。

　 ス マ ホ が 光 っ た の が 見 え て 、 橘 は 一 度 、 手 を 止 め た 。 弓 を 置 い て テ ー ブ ル

の 上 に 手 を 伸 ば す と 、 新 し い 通 知 が 目 に 止 ま る 。

　 今 月 の 集 ま り は 月 末 の 土 日 の ど ち ら か に な り そ う で す ！

　 そ の メ ッ セ ー ジ の 上 部 に は 、 囲 む 会 （ 注 ４ ） 、 と グ ル ー プ 名 が 表 示 さ れ て い

た 。

　 送 り 主 は か す み だ 。

　 み な さ ん の 予 定 は い か が で す か 、 と さ ら に メ ッ セ ー ジ が 来 た の で 、 ど ち ら

の 日 で も 参 加 で き ま す 、 と 橘 は 返 信 し た 。 す ぐ に 蒲
が も う
生 か ら も 返 信 が 届 く 。 そ

れ か ら 梶
か じ や ま
山 の 返 信 も 続 く と 、 か す み か ら 陽 気 な ス タ ン プ が 返 っ て き た 。

　 先 月 の 飲 み 会 に も 顔 を 出 し て み た 結 果 、 橘 は 囲 む 会 の メ ン バ ー と し て 数 え

ら れ る よ う に な っ た み た い だ っ た 。 彼 ら に 会 っ た の は ま だ た っ た の 二 回 だ っ

た が 、 次 に 会 え ば 三 回 に な る 。 ほ か に 約 束 を 持 た な い 橘 に と っ て は 、 い ま 一

番 親 し い 人 た ち だ と 言 え た 。

　
ｄ
ぽ ん ぽ ん 、 と 更 新 さ れ て い く メ ッ セ ー ジ 画 面 を 見 つ め な が ら 、 人 間 ら し

い 生 活 だ 、 と ぼ ん や り と 思 っ た 。 人 と の 交 流 。 適 度 な 睡 眠 。 チ ェ ロ の 練 習 。

た ま に 深 海 の 悪 夢 に う な さ れ て 真 夜 中 に 目 が 覚 め る こ と が あ っ て も 、 以 前 ほ

ど の 頻 度 で は な い 。

　 こ の 生 活 が 続 け ば い い の に 、 と 過
よ ぎ

る 度 、
Ｆ
嫌 な 予 感 で 胃 の 底 が 冷 え た 。
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　 運 指 ば か り に 気 を 取 ら れ て い る と 、 ま た 浅 葉 に 叱 ら れ る 。� 弓 へ の 意 識 が

お ろ そ か に な れ ば 、 音 の 響 き が 浅 く な る 。 そ ろ そ ろ ス ト レ ッ チ を 挟 ん で 、 腕

の 筋 肉 を 休 め な け れ ば 。

　 橘 は 練 習 に 打 ち 込 む こ と で 、 先 に 待 つ 結 末 か ら 目 を 背 け よ う と し て い た 。

（ 安
あ だ ん
壇 美
み

緒
お

『 ラ ブ カ は 静 か に 弓 を 持 つ 』 に よ る ）

注 １　 カ ザ� ル ス … パ ブ ロ ・ カ ザ ル ス （ １ ８ ７ ６ ～ １ ９ ７ ３ ） 。 ス ペ イ ン 生 ま れ の チ ェ ロ 奏

者 。 チ ェ ロ の 近 代 的 奏 法 を 確 立 さ せ た 。

注 ２　 小 野� 瀬 … チ ェ ロ 奏 者 で 作 曲 家 の 小
お の せ
野 瀬 晃
あ き ら
。 架 空 の 人 物 。 登 場 人 物 た ち の あ こ が れ

の 音 楽 家 と し て 作 中 に し ば し ば 名 前 と そ の 作 品 が 出 て く る 。

注 ３　 ０ ０� ７ … ス タ イ リ ッ シ ュ で 派 手 な ア ク シ ョ ン の ス パ イ 映 画 。 主 人 公 の ジ ェ ー ム ズ ・

ボ ン ド は イ ギ リ ス の ス パ イ 。 １ ９ ６ ２ 年 か ら 今 に 至 る ま で 作 り 続 け ら れ て い

る 人 気 シ リ ー ズ 。

注 ４　 囲 む� 会 … 浅 葉 が 指 導 す る チ ェ ロ の 上 級 ク ラ ス に 通 う 生 徒 た ち に よ る 「 浅 葉 先 生 を

囲 む 会 」 の こ と 。 生 徒 の 一 人 が 経 営 す る レ ス ト ラ ン で 催 す 飲 み 会 に 、 他 人 と

付 き 合 う の が 苦 手 な 橘 も 参 加 す る こ と に し た 。 か す み や 、 蒲 生 、 梶 山 も そ の

メ ン バ ー 。
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問 １�　 破 線 部 ａ ～ ｄ は そ れ ぞ れ ど の よ う な 表 現 か 。 次 の 1 ～ 5 の 中 か ら 正

し い 組 み 合 わ せ の も の を 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 ア

1　 ａ�‒� オ　　 ｂ�‒� イ　　 ｃ�‒� ウ　　 ｄ��‒� カ

2　 ａ�‒� キ　　 ｂ�‒� ア　　 ｃ�‒� エ　　 ｄ��‒� ク

3　 ａ�‒� オ　　 ｂ�‒� ウ　　 ｃ�‒� ク　　 ｄ��‒� エ

4　 ａ�‒� エ　　 ｂ�‒� ア　　 ｃ�‒� イ　　 ｄ��‒� キ

5　 ａ�‒� キ　　 ｂ�‒� イ　　 ｃ�‒� エ　　 ｄ��‒� カ

ア　 直 喩　　　 イ　 隠 喩　　　 ウ　 諷
ふ う ゆ
喩　　　　 エ　 擬 人 法

オ　 倒 置 法　　 カ　 反 復 法　　 キ　 体 言 止 め　　 ク　 オ ノ マ ト ペ

問 ２�　 文 章 中 の 空 欄 （  Ｘ  ） ・ （  Ｙ  ） に あ て は ま る 最 も 適 切 な 言 葉 は ど れ か 。

1 ～ 4 の 中 か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 べ 。

解 答 欄 は 、 空 欄 Ｘ は イ 、 空 欄 Ｙ は ウ

（  Ｘ  ）　 1　 正 直 な 言 葉　　　　　 2　 心 に も な い 言 葉

　　　　 3　 情 け な い 言 葉　　　　 4　 場 違 い な 言 葉

（  Ｙ  ）　 1　 寂 し げ な　　　　　　 2　 棘
と げ

の あ る

　　　　 3　 安
あ ん ど
堵 の　　　　　　　 4　 裏 の な い
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問 ３�　 傍 線 部 Ａ 「 今 日 日 、 こ の タ イ ト ル が メ デ ィ ア で 紹 介 さ れ る 時 は 大 抵 、

こ の 主 題 歌 の ほ う を 指 し て い た 」 が 意 味 し て い る 内 容 と し て 最 も 適 切 な

も の を 、 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 エ

1 �　 あ ま り に 古 く さ い 内 容 な の で 映 画 自 体 は 忘 れ 去 ら れ て し ま っ た が 、

主 題 歌 の ほ う は 現 代 で も 通 用 す る よ う な 曲 だ と い う こ と 。

2 �　 映 画 は た し か に 有 名 だ が 、 古 す ぎ る 作 品 の た め も は や 上 映 す る こ と

が 難 し く 、 主 題 歌 の 紹 介 に と ど ま る こ と が 多 い と い う こ と 。

3 �　 映 画 自 体 は 過 去 の も の と な っ て し ま っ た が 、 今 で は 主 題 歌 の ほ う が

独 立 し た 作 品 と し て 紹 介 さ れ 耳 に す る こ と が あ る と い う こ と 。

4 �　 昔 の 映 画 の た め 現 代 の 機 器 で は 上 映 で き な い が 、 有 名 だ っ た そ の 映

画 を 惜 し ん で 主 題 歌 だ け は 流 す こ と が あ る と い う こ と 。

問 ４�　 傍 線 部 Ｂ 「 ラ ブ カ 、 と は な ん だ ろ う 」 は 、 橘 が ど う い う 状 態 に あ る こ

と を 表 現 し て い る か 。 最 も 適 切 な も の を 、 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。

解 答 欄 は 、 オ

1　 選 曲 の 意 図 に 気 を 取 ら れ て 、 浅 葉 と の 会 話 に う わ の 空 の 状 態

2　 初 め て 聞 い た 「 ラ ブ カ 」 の 意 味 が 気 に な っ て し か た が な い 状 態

3　 曲 名 の 「 ラ ブ カ 」 と い う 音 の 響 き に 魅 了 さ れ て し ま っ た 状 態

4　 自 分 が 思 い 込 ん で い た 曲 調 と の 違 い に 愕
が く ぜ ん
然 と し て い る 状 態
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問 ５�　 傍 線 部 Ｃ 「 急 に い つ も の ス タ ジ オ が 、 と て つ も な く 狭 く 感 じ ら れ た 」

は 、 ど の よ う な こ と を 表 現 し て い る か 。 そ の 説 明 と し て 最 も 適 切 な も の

を 、 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 カ

1 �　 息 苦 し く 追 い 詰 め ら れ た よ う な 気 持 ち に な っ た こ と 。

2 �　 こ れ ま で に 感 じ て い た 孤 独 感 が 急 に 無 く な っ た こ と 。

3 �　 秘 密 を 打 ち 明 け そ う に な る ほ ど 、 浅 葉 と の 距 離 が 近 づ い た こ と 。

4 �　 曲 が 分 か っ て 、 意 欲 が 身 体 に 満 ち て き た の を 実 感 し た と い う こ と 。

問 ６�　 傍 線 部 Ｄ 「 そ れ っ ぽ い か ら ？ 」 と い う 言 葉 の 説 明 と し て 最 も 適 切 な も

の を 、 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 キ

1 �　 作 曲 し た 小 野 瀬 の 若 い 頃 と 橘 が な ん と な く 似 て い る よ う な 気 が し

て 、 橘 に 同 意 を 求 め よ う と し た 言 葉

2 �　 誰 で も 格 好 い い ジ ェ ー ム ズ ・ ボ ン ド に な り た い し 、 雰 囲 気 の あ る 橘

も き っ と 内 心 そ う 思 っ て い る の だ ろ う と 尋 ね た 言 葉

3 �　 ラ ブ カ は 醜 い 深 海 魚 で ス パ イ を 指 す と 説 明 す る こ と に よ っ て 、 橘 の

正 体 に 気 づ い た こ と を 暗 示 し た 言 葉

4 �　 選 曲 の 際 の 、 橘 な ら 孤 独 な ス パ イ の よ う な 雰 囲 気 で 演 奏 で き そ う だ

と い う 自 分 の 直 感 を 表 そ う と し た 言 葉
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問 ７�　 傍 線 部 Ｅ 「 橘 は 静 か に 目 を 逸 ら し た 」 の は な ぜ か 。 そ の 説 明 と し て 最

も 適 切 な も の を 、 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 ク

1 �　 格 好 い い ス パ イ が 似 合 う と い う 理 由 で せ っ か く 浅 葉 が 自 分 に 選 ん で

く れ た 曲 を 、 嫌 だ と は 言 い 出 せ な か っ た か ら 。

2 �　 ピ ア ノ 伴 奏 で 浅 葉 自 身 の 才 能 が 発 揮 で き る か ら と い う 理 由 で 曲 を 選

ん だ こ と が 分 か っ て 、 苦 々 し い 気 持 ち に な っ た か ら 。

3 �　 浅 葉 の 言 葉 に は 決 し て 共 感 で き な い 自 分 自 身 の 立 場 を 振 り 返 っ て 、

そ の 屈 託 の な い 真 っ す ぐ さ に 向 き 合 う こ と が で き な か っ た か ら 。

4 �　 マ ス タ ー す る の が 難 し い 曲 を 選 ん で お き な が ら お し ゃ べ り を 止 め な

い 浅 葉 に 、 早 く 練 習 に 移 っ て 欲 し い と 思 っ た か ら 。

5 �　 本 人 の 意 思 も 聞 か ず に 曲 や 楽 譜 を 用 意 し 、 伴 奏 ま で 練 習 し た こ と に

反 発 を 感 じ る も の の 、 指 導 者 で あ る 浅 葉 に 逆 ら う こ と は で き な い か ら 。

問 ８�　 傍 線 部 Ｆ 「 嫌 な 予 感 」 と は ど の よ う な も の だ と 考 え ら れ る か 。 最 も 適

切 な も の を 、 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 ケ

1 �　 全 著 連 の ス パ イ で あ る こ と が 明 ら か に な っ て 、 こ の 音 楽 教 室 で 得 た

人 間 ら し い 生 活 を 失 っ て し ま う だ ろ う と い う 予 感

2 �　 せ っ か く 浅 葉 が 選 曲 し て く れ た が 、 そ れ に 見 合 う 才 能 も 時 間 も 無 い

た め に 、 発 表 会 で 失 敗 し て し ま う か も し れ な い と い う 予 感

3 �　 全 著 連 の ス パ イ で あ る と 浅 葉 に 薄 々 気 づ か れ て い る 以 上 、 上 司 の 命

令 は 達 成 で き な い だ ろ う と い う 予 感

4 �　 一 生 懸 命 練 習 し て 上 達 す れ ば す る ほ ど 発 表 会 で 目 立 つ こ と に な り 、

潜 入 調 査 の 続 行 が 困 難 に な っ て い く だ ろ う と い う 予 感

5 �　 運 指 ば か り に 気 を 取 ら れ て 弓 へ の 意 識 が お ろ そ か に な り 、 次 の レ ッ

ス ン で も ま た 浅 葉 に 叱 ら れ そ う な 予 感
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問 ９�　 こ の 小 説 に つ い て 述 べ た 次 の 説 明 の 中 で 、 最 も 適 切 な も の を 、 1 ～

5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 コ

1 �　 テ ン ポ 良 く 軽 い タ ッ チ の 掛 け 合 い の 裏 側 で 無 邪 気 に 橘 を 追 い 詰 め て

い く 浅 葉 の 巧 妙 さ と 、 次 第 に 逃 げ 場 を 失 っ て い く 橘 の 息 苦 し さ が 、 一

貫 し て 橘 の 視 点 か ら 描 か れ て い る 。

2 �　 ス パ イ で あ る 自 分 と 重 な る よ う な 浅 葉 の 選 曲 と そ の 言 動 に 疑 心 暗 鬼

に な り な が ら も 、 当 面 目 を そ ら す こ と で 自 分 を 保 と う と し て い る 橘 の

葛 藤 に 沿 っ て 、 会 話 と 心 内 語 を 軸 に 展 開 し て い る 。

3 �　 チ ェ ロ の 師 と 弟 子 と し て 強 い 絆
き ず な
で 結 ば れ て い る 二 人 を 冷 静 な 筆 致 で

客 観 的 に 説 明 す る こ と で 、 浅 葉 を 欺 き た く て 欺 い て い る の で は な い 橘

の 苦 し さ が か え っ て 浮 き 彫 り に な っ て く る よ う な 描 き 方 で あ る 。

4 �　 陽 気 な か す み や 「 囲 む 会 」 の メ ン バ ー と の 距 離 の 近 さ を 展 開 の 中 に

巧 み に 配 置 す る こ と が 、 閉 ざ さ れ て い る か の よ う に 見 え る 浅 葉 と 橘 の

息 苦 し い 結 末 に 明 る い 希 望 を 灯
と も

す 効 果 を あ げ て い る 。

5 �　 色 や 音 、 冷 感 な ど の 感 覚 的 な 表 現 や 修 辞 法 を 多 用 し て 小 野 瀬 の 音 楽

の 特 徴 を 描 写 し 、 小 野 瀬 に 傾 倒 す る 浅 葉 と 内 心 反 発 す る 橘 の 対 立 、 そ

れ に 無 頓 着 な 周 囲 の 人 々 の 立 場 の 違 い を 理 解 し や す く し て い る 。

〔 基 礎 学 力 テ ス ト の 問 題 は 以 上 で す 。 〕




